
https://forms.gle/HLwJB2UfFmDEXEPn7

参加申込はこちら（事前登録制 11/30〆）
※定員がありますので、お早めにお申込ください

協力：京都大学「分野横断プラットフォーム構築事業」

統合失調症の「視えの困りごと」学
異分野融合により紐解く「視え」

稲富 宏之/京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻

小方 智広/京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻

終了後に自由な形式で議論ができる時間を用意しています。
テーマ：当事者が直面している困りごと・気になること・解決したいこと

2024年 12月 7日（土） 13:00-16:00（受付12:30～）

会場 京都大学 楽友会館 2階講演室
対象 医療保健福祉関係者・研究者など

リハビリテーション領域の課題解決を目指す「困りごと学」の立ち上げにあたり、統合失調症
の「視え」をテーマとした研究ワークショップを開催します。
本事業では、学術的な知見の共有、課題解決に向けた取組みの促進、ネットワーキング
の整備および強化を図ることで、学術的な交流の場を構築することを目的としています。

あいさつ 趣旨説明

ワークショップ

クロストーク・フリーディスカッション

あいさつ・趣旨説明

基礎研究者の立場から
「ヒトがモノを見る仕組み：錯視研究を例に」
田村 秀希/豊橋技術科学大学大学院工学研究科 情報・知能工学系

作業療法研究者の立場から
「社会モデルから捉える機能障害：視覚機能から社会機能まで」
星野 藍子/名古屋大学大学院医学系研究科 総合保健学専攻

企画発起人の立場から
「困るからはじめる共創」
小方 智広/京都大学大学院医学研究科 人間健康科学系専攻

困りごと学ホームページ

https://komarigoto.netlify.app


